
起　　訴　　状
平星24年4月18日

下記被告事件につき公訴を提起する。

名　古　屋　地　方　裁　判　所　殿

名　古　屋　地　方　検　察　庁
　　　　　検　察　官　検　事　　　御剣　怜侍　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　狩魔　冥　　㊞
本　　籍　　東京都千代田区永田町1丁目7番1号
住　　居　　愛知県可児郡阿合村柿ノ木4-5
職　　業　　林業従事者
勾留中　　　　蟹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平星３年6月25日生　　　　　　　　　　　　　　　　

　
公　訴　事　実

　被告人蟹は、母親を殺された恨みを晴らすため被害者猿を殺害しようと企て、平星23年11月9日、共犯者臼、蜂、栗(以下臼等)と共謀を行いました。

同年11月11日16時40分ころに臼等は無人の猿宅に侵入。17時ころ帰宅した猿に蜂、栗が傷害を加え、家の外に逃亡を図った猿が、玄関から飛び出したところ、猿宅の屋根の上から臼が飛び降りて猿を押し潰し、その衝撃をもって、猿に頭蓋骨粉砕骨折等の傷害を負わせ、同日18時ころ、愛知県可児郡阿合村栗ノ木3-6K病院において、右傷害に伴う脳挫滅による死亡に至らしめました。この犯行に先立って蟹は、犯行現場である猿宅付近で、臼等が猿宅に侵入し、犯行準備を整えるまでの間に猿が帰宅しないよう、16時40分から16時50分までの10分間、帰宅途中であった猿の足止めをしました。

以上のことから蟹の行動は臼等の侵入を容易にし、本件の殺人計画の重要部分を担当しており、臼等と意思を相通じ、一体となって殺害行為を実行したものということができ、共謀共同正犯としての責任を負うべきものであります。
罪　名　及　び　罰　条

殺人罪　　　　　　　　　　刑　法第199条(殺人)、第60条(共同正犯)

3月28日改定起訴状








